
復元された払田柵南門前で（宮崎地区文化協会移動研修）復元された払田柵南門前で（宮崎地区文化協会移動研修）復元された払田柵南門前で（宮崎地区文化協会移動研修）

払田柵全景払田柵全景払田柵全景 復元された多賀城南門復元された多賀城南門復元された多賀城南門

　昨年、東北歴史博物館で奈良・平安時代の
陸奥国府である多賀城が、按察使兼鎮守府将
軍大野東人が神亀元年創建してから1,300年と
なる特別展示が開催された。律令国家の建設
と軍事の拠点として造営された、古代の城柵
である。鳥嶋の国指定史跡東山官衙（賀美郡
家）は、蝦夷との防衛ラインとして城生柵と
ともにこの時代に造営された城柵である。
　天平9年大野東人によって、陸奥国府多賀
城と出羽国府秋田城までを、最短距離で結ぶ
奥羽連絡路の開削が進められた。
　秋田城は、天平5年律令国家による行政軍
事の最北の城柵として造営されたものである。
2月25日東人は多賀城を出立、3月1日には色
麻柵より5,944人の大軍で、出羽国の大室塞

（玉野駅）に到着（現在の最上海道）し、出
羽国守田辺史難波の出羽軍640人と合流して、
比羅保許山までで、進軍を引き返している。
　東山官衙周辺には、移民政策により武蔵国
賀美郡から、土地の開墾と軍事力の確保や城
柵を設置するため、多数の柵戸が移住した。
蝦夷の領域界にある賀美郡家には、碁盤の目
状（方格地割）の街並みが多賀城に先駆けて
造られている。一方払田柵は、元慶2年出羽
国で、俘囚の自治意識による最大の反乱が
あった後に造られた。ともに対蝦夷政策とし
て造営された城柵で、中央集権国家の成立過
程の歴史が彷彿と描がかれる。古代城柵であ
る東山官衙の歴史が、澎湃として高まること
を期待したい。　　　　　　　（渡邊　哲）



加
美
町
文
化
協
会　

会
長　

畠　

山　

こ
ず
ゑ

　

新
し
い
年
を
迎
え
、
今
年
こ
そ
は
よ
き
年
に
な
り
ま
す
こ

と
を
願
い
な
が
ら
‥
‥
。

　

令
和
六
年
度
も
加
美
町
さ
な
ぶ
り
大
会
、
各
地
区
町
民
文

化
祭
（
小
野
田
、
宮
崎
、
中
新
田
）
等
が
予
定
通
り
盛
会
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
こ
と

を
心
か
ら
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
の
好
き
な
言
葉
の
中
に
「
温
故
知
新
」
が
あ
り
ま
す
。
古
き
を
訪
ね
て
新
し
き

を
知
る
こ
と
で
す
が
、
文
化
芸
術
も
縄
文
時
代
か
ら
現
代
ま
で
受
け
継
が
れ
て
お
り

ま
す
。「
天
地
人
」
先
人
た
ち
の
魂
が
文
化
芸
術
の
火
を
灯
し
た
源
だ
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
が
、
時
代
と
と
も
に
進
化
し
て
い
る
の
も
事
実
で
ご
ざ
い
ま
す
。
自
然
に

感
謝
し
、
自
然
に
寄
り
添
い
な
が
ら
次
の
若
い
世
代
の
人
た
ち
に
受
け
継
が
れ
ま
す

こ
と
を
望
み
ま
す
。
生
き
て
生
か
さ
れ
て
い
る
私
た
ち
は
、こ
の
こ
と
を
心
に
刻
み
、

お
互
い
が
協
力
し
、
助
け
合
っ
て
加
美
町
の
文
化
芸
術
が
伝
承
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ

て
お
り
ま
す
。

　

町
民
の
方
々
、
各
団
体
の
役
員
、
会
員
の
皆
様
は
じ
め
、
町
当
局
関
係
の
方
々
に

い
ろ
い
ろ
ご
指
導
・
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

文
化
協
会
を
通
し
て
輪
を
大
切
に
、
明
る
く
、
元
気
で
楽
し
く
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
し
ょ
う
。

　

皆
様
の
ご
健
康
と
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　

文
化
は
芸
術
な
り
！

　
　
　

歴
史
は
偉
大
な
る
宝
（
財
産
）
な
り
け
り
！

役　

員　

研　

修　

会

　

一
月
十
八
日
、
は
な
や
（
中
新
田
地
区
）

に
て
加
美
町
文
化
協
会
役
員
研
修
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

ピ
リ
ッ
と
引
き
締
ま
っ
た
冬
の
空
気
の
な

か
、
講
師
に
、
株
式
会
社
中
文
会
長
中
島
勝

氏
を
お
招
き
し
て
の
研
修
会
。「
天
正
少
年

使
節
と
世
界
帝
国
〜
ク
ア
ト
ロ
・
ラ
ガ
ッ

ツ
ィ
を
読
ん
で
」
と
題
し
、
か
つ
て
信
長
の

時
代
も
日
本
が
世
界
と
つ
な
が
っ
て
い
て
、

九
州
の
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
か
ら
輩
出
さ
れ
た

四
人
の
少
年
た
ち
が
ラ
テ
ン
語
、
イ
タ
リ
ア

語
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
を
使
い
こ
な
し
、
黒
船

に
乗
り
、
遠
く
離
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
心

地
ロ
ー
マ
に
向
か
い
、
日
本
人
の
精
神
性
、

文
化
が
絶
賛
さ
れ
て
い
た
こ
と
。
身
近
な
と

こ
ろ
で
も
伊
達
政
宗
の
時
代
に
支
倉
常
長
が

同
様
に
ロ
ー
マ
に
向
か
い
、
歓
迎
さ
れ
て
い

た
こ
と
な
ど
を
、
こ
れ
ま
で
の
歴
史
観
と
は

異
な
る
視
点
か
ら
、
生
き
生
き
と
学
び
ま
し

た
。

　

先
人
た
ち
の
例
に
ふ
れ
な
が
ら
、
自
分
の

殻
に
こ
も
る
こ
と
な
く
、
挑
戦
を
続
け
る
姿

勢
を
保
ち
続
け
よ
う
と
勇
気
と
気
力
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

（
大
崎
）

木
彫
り
の
会　

芦　

立　

良　

喜

　

竃か
ま
ど

は
四
世
紀
後
半
渡
来
人
に
よ
っ
て
日
本

に
伝
わ
っ
た
。
以
来
、
昭
和
の
時
代
ま
で

千
六
百
年
も
の
間
、
日
本
の
台
所
の
調
理
設

備
の
主
役
で
あ
っ
た
。
そ
の
間
、
日
本
各
地

で
、
火
除
け
の
竃
神
が
誕
生
し
祀
ら
れ
た
。

江
戸
時
代
半
ば
、
石
巻
市
鹿
又
で
菅
江
真
澄

が
民
家
の
土
間
の
柱
に
あ
る
厳
め
し
く
真
っ

黒
な
顔
を
し
た
ビ
ジ
ュ
ア
ル
な
竃
神
を
見
出

し
た
。
そ
れ
が
釜
神
様
で
あ
る
。
岩
手
県
南

部
か
ら
宮
城
県
北
部
に
か
け
て
散
在
し
、
こ

こ
加
美
町
で
も
多
く
見
ら
れ
る
。
時
を
経

て
、
竃
の
煙
で
真
っ
黒
に
煤
け
た
形
相
の
釜

神
は
、
単
に
竃
の
火
守
り
を
す
る
だ
け
で
な

く
、
疫
病
や
魔
物
の
侵
入
を
見
張
り
、
農
業

の
神
様
と
し
て
、
又
人
馬
一
体
と
な
っ
て
働

い
た
牛
馬
の
守
護
神
と
し
て
、
ま
さ
に
、
釜

神
は
一
家
の
安
全
安
心
な
く
ら
し
を
守
り
続

け
て
き
た
神
様
で
あ
っ
た
。
昭
和
・
平
成
・

令
和
と
時
代
が
進
む
に
つ
れ
、
竃
は
電
化
製

品
に
変
わ
り
、
も
う
家
に
は
釜
神
様
が
真
っ

黒
に
煤
け
る
居
場
所
が
無
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
。

　

木
彫
り
の
会
で
は
、
月
二
回
釜
神
制
作
の

例
会
を
持
ち
、
毎
年
町
内
外
の
祭
り
等
で
展

示
披
露
や
実
演
会
を
催
し
、
ま
た
古
川
工
業

高
校
で
は
年
一
七
回
の
授
業
支
援
を
す
る

等
、
先
人
が
残
し
た
民
間
信
仰
、
釜
神
文
化

の
伝
承
・
継
承
に
努

め
て
い
る
。

加
美
町
長　

石　

山　

敬　

貴

加
美
町
文
化
協
会
会
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
地
域
文
化

の
振
興
と
発
展
に
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

加
美
町
は
、
歴
史
と
文
化
、
芸
術
の
町
で
す
。
皆
様
が
取
り
組
ま
れ
て
お
り
ま
す

活
動
は
、
町
民
が
地
域
の
歴
史
や
文
化
を
知
り
、
身
近
な
芸
術
に
触
れ
る
機
会
を
つ

く
る
こ
と
で
、
町
の
文
化
振
興
の
み
な
ら
ず
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
づ
く
り
、
人

材
育
成
に
大
き
く
貢
献
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

加
美
町
に
は
、
豊
か
な
自
然
と
歴
史
に
育
ま
れ
、
各
地
区
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
に
彩

ら
れ
た
伝
統
文
化
が
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。
皆
様
の
活
動
を
通
し
て
、
古

き
良
き
伝
統
文
化
を
礎
に
、
町
民
の
い
き
い
き
と
し
た
才
能
と
情
熱
が
融
合
し
た
新

た
な
地
域
文
化
が
日
々
創
造
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
誠
に
素
晴
ら
し
く
、
ま
さ
に
町
の

宝
と
い
え
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
が
年
々
深
刻
化
し
て
い
る
昨
今
、
加
美
町
も
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
で
そ
の
課
題
に
直
面
し
て
お
り
ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
活
動
の

担
い
手
育
成
に
御
心
を
尽
く
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
町
と
し
ま
し
て
も
、

皆
様
が
長
き
に
わ
た
っ
て
育
ま
れ
た
文
化
芸
術
の
灯
を
絶
や
さ
ぬ
よ
う
、
誠
意
を

も
っ
て
支
援
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
紙
発
行
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
編
集
委
員
並
び
に
関
係
者
の
皆
様
、

会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
こ
れ
か

ら
も
本
町
の
文
化
振
興
に
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。



　

加
美
町
文
化
協
会
主
催
の
「
第

十
七
回
さ
な
ぶ
り
大
会
」
は
令
和

六
年
七
月
六
日
、
七
日
に
小
野
田

文
化
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
展
示
の
部
は
写
真
、

絵
画
、
俳
句
、
写
真
の
多
彩
な
作

品
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
の
部
は
、
七
日
に
中

新
田
、
小
野
田
、
宮
崎
の
三
地
区

二
十
四
団
体
の
出
演
で
、
太
鼓
、

甚
句
、
田
植
踊
り
、
ハ
ー
モ
ニ

カ
、
民
謡
、
詩
吟
、
尺
八
、
コ
ー

ラ
ス
、
レ
ク
ダ
ン
ス
、
フ
ラ
ダ
ン

ス
で
し
た
。
出
演
者
の
芸
術
に
取

り
組
む
真
摯
な
姿
勢
が
客
席
ま
で

伝
わ
り
、
見
る
人
の
心
に
深
く
て

広
い
世
界
を
呼
び
醒
ま
し
て
く
れ

る
よ
う
で
し
た
。
さ
な
ぶ
り
大
会

を
通
し
て
三
地
区
交
流
が
盛
ん
に

な
り
、
お
互
い
に
刺
激
し
あ
い
な

が
ら
文
化
が
向
上
し
て
い
く
こ
と

を
願
い
ま
す
。

　

こ
の
す
ば
ら
し
い
交
流
事
業
で

あ
る
加
美
町
さ
な
ぶ
り
大
会
を
、

多
く
の
町
民
の
方
々
に
も
、
是
非

鑑
賞
し
て
頂
き
た
い
と
願
い
ま

す
。
今
年
も
七
月
十
九
日
、
二
十

日
に
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
皆
様

の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。 

（
佐
藤
）

▲開会式（町長のご挨拶）▲開会式（町長のご挨拶）▲開会式（町長のご挨拶）

第
十
七
回
加
美
町
さ
な
ぶ
り
大
会



▲中学生の作品です▲中学生の作品です▲中学生の作品です

▲心一つに難しい唄▲心一つに難しい唄▲心一つに難しい唄 ▲お美事!!▲お美事!!▲お美事!! ▲一緒におどりませんか！▲一緒におどりませんか！▲一緒におどりませんか！

▲バランス難しい !!▲バランス難しい !!▲バランス難しい !!

▲かみ～ごバンドの皆さん▲かみ～ごバンドの皆さん▲かみ～ごバンドの皆さん▲かっこいいネ▲かっこいいネ▲かっこいいネ

▲私たちの作品見て～▲私たちの作品見て～▲私たちの作品見て～

▼俳句５､７､５難しいんだよね▼俳句５､７､５難しいんだよね▼俳句５､７､５難しいんだよね ▼力作の書道▼力作の書道▼力作の書道 ▼何ヶ月の大作？▼何ヶ月の大作？▼何ヶ月の大作？

　

尺
八
の
音
色
に

◀
い
や
さ
れ
て

　

尺
八
の
音
色
に

◀
い
や
さ
れ
て

　

尺
八
の
音
色
に

◀
い
や
さ
れ
て

　

青
い
山
脈

◀
若
々
し
く

　

青
い
山
脈

◀
若
々
し
く

　

青
い
山
脈

◀
若
々
し
く

▶
お
囃
子
に
の
っ
て

▶
お
囃
子
に
の
っ
て

▶
お
囃
子
に
の
っ
て

▲内容の濃いお話に聞き入りました

中新田地区町民文化祭中新田地区町民文化祭中新田地区町民文化祭
10/12～1310/12～1310/12～13

　

第
四
十
九
回
目
の
中
新
田
地
区

町
民
文
化
祭
が
、
十
月
十
二
日

（
土
）〜
十
三
日
（
日
）
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

今
回
は
い
つ
も
と
違
い
緊
張
に

包
ま
れ
た
朝
の
始
ま
り
で
し
た
。

小
野
寺
五
典
様
、
石
山
町
長
様
の

ご
挨
拶
と
続
き
ま
し
た
。
ま
た
、

今
回
は
小
学
生
、
中
学
生
の
ブ
ラ

ス
バ
ン
ド
の
参
加
も
あ
り
、
子
供

達
の
力
強
い
演
奏
に
感
動
し
ま
し

た
。

　

準
備
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
い
た

方
々
、
会
場
に
足
を
運
ん
で
い
た

だ
い
た
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。　

（
鈴
木
、
畠
山
）

中
新
田
地
区
町
民
文
化
祭

研
修
会　

十
一
月
八
日

　

「
家
の
守
り
神　

釜
神
様
」

 

講
師　

芦
立 

良
喜 

氏



　

皆
さ
〜
ん　

今
ど
き
餅
ま
き
と

餅
つ
き
が
同
時
に
楽
し
め
る
催
し

物
は
、
そ
う
あ
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
ね
〜
。
で
も 

毎
年
開
催

し
て
い
る
加
美
町
文
化
協
会
お
の

だ
秋
ま
つ
り
文
化
祭
に
は
あ
り
ま

す
。
こ
の
貴
重
な
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
は
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
毎
年
十
月

に
開
催
す
る
す
る
こ
と
の
多
い
文

化
協
会
お
の
だ
秋
ま
つ
り
文
化
祭

で
す
が
、
今
年
は
Ｊ
Ａ
秋
ま
つ

り
、
加
美
商
工
会
、
遊
夕
市
、
食

の
文
化
祭
、
図
書
館
祭
り
、
子
供

会
育
成
会
そ
し
てY

O
SA
K
O
I

祭

り
と
の
共
催
で
、
十
一
月
九
日
・

十
日
や
く
ら
い
文
化
セ
ン
タ
ー
で

開
催
い
た
し
ま
し
た
。
ぼ
の
ぼ
の

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
ぬ
い

ぐ
る
み
や
か
み
〜
ご
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
も
登
場
し
大
い
に

に
ぎ
わ
い
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

や
く
ら
い
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お

出
で
い
た
だ
き
、
作
品
や
芸
能
に

拍
手
頂
き
ま
し
た
観
客
の
皆
様
、

ま
た
開
催
に
あ
た
り
事
前
準
備
か

ら
当
日
の
運
営
に
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
沢
山
の
方
々
に
感
謝
申

し
あ
げ
ま
す
。

　

来
年
も
ぜ
ひ
餅
食
べ
に
お
出
で

く
だ
さ
い
、
お
待
ち
い
た
し
て
お

り
ま
す
。

おのだ秋まつり文化祭おのだ秋まつり文化祭おのだ秋まつり文化祭
11/9～1011/9～1011/9～10

▲旗何本！、観客すごっ！▲

ぼのぼの　やくらい文化
センターデビューです▶

▲スタートの大役は任せて！
◀うつくしい音色が
　響きます 鳥たちに魅せられました鳥たちに魅せられました鳥たちに魅せられました

や
り
切
り

ま
し
た

満足
ッ！

二日間丁寧に説明
していただきました
二日間丁寧に説明
していただきました
二日間丁寧に説明
していただきました

私の工夫を見て頂戴！私の工夫を見て頂戴！私の工夫を見て頂戴！

▲婦人会　ナイフとハサミの二刀流▲

▲感性豊かな力作ぞろい▶

お
の
だ
秋
ま
つ
り
文
化
祭



▲

▲

▲

▲▲

▲

◀

【宮崎地区さなぶり大会】６/２

　～ステ－ジの部～ 

【宮崎地区さなぶり大会】６/２

　～ステ－ジの部～ 

【宮崎地区さなぶり大会】６/２

　～ステ－ジの部～ 

【宮崎地区さなぶり大会】６/２

　～ステ－ジの部～ 

【宮崎地区さなぶり大会】６/２

　～ステ－ジの部～ 

【宮崎地区さなぶり大会】６/２

　～ステ－ジの部～ 

【移動研修（秋田城・払田柵視察）】　９/９　　　　【老人ホ－ム慰問】　１１/２４【移動研修（秋田城・払田柵視察）】　９/９　　　　【老人ホ－ム慰問】　１１/２４【移動研修（秋田城・払田柵視察）】　９/９　　　　【老人ホ－ム慰問】　１１/２４【移動研修（秋田城・払田柵視察）】　９/９　　　　【老人ホ－ム慰問】　１１/２４【移動研修（秋田城・払田柵視察）】　９/９　　　　【老人ホ－ム慰問】　１１/２４【移動研修（秋田城・払田柵視察）】　９/９　　　　【老人ホ－ム慰問】　１１/２４

【秋の文化祭「展示の部」】１１/３【秋の文化祭「展示の部」】１１/３【秋の文化祭「展示の部」】１１/３【秋の文化祭「展示の部」】１１/３【秋の文化祭「展示の部」】１１/３【秋の文化祭「展示の部」】１１/３

～展示の部～～展示の部～～展示の部～～展示の部～～展示の部～～展示の部～
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第
二
十
七
回
み
や
ぎ
県
民
文
化
祭
は
、「
名
取
の

都
市
に　

集
い
高
め
る
県
民
文
化
」
を
テ
ー
マ
に
、

名
取
市
文
化
会
館
を
会
場
に
、
十
月
十
九
日
・
二
十

日
の
二
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
、
県
内
ブ
ロ
ッ
ク

か
ら
推
薦
さ
れ
た
団
体
個
人
の
舞
台
発
表
、
披
露
や

作
品
の
展
示
が
行
わ
れ
た
。

　

舞
台
会
場
は
、
郷
土
芸
能
や
舞
踊
等
十
八
団
体
が

夫
々
の
演
目
を
発
表
・
披
露
、
展
示
会
場
で
は
、
書

道
・
絵
画
や
写
真
等
二
百
九
十
五
の
団
体
や
個
人
か

ら
の
作
品
の
展
示
が
あ
り
ま
し
た
。

　

本
協
会
か
ら
は
、
舞
台
の
部
に
大
崎
地
区
を
代
表

し
て
、
宮
崎
地
区
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ガ
ー
ル
ズ
（
フ

ラ
ダ
ン
ス
）
が
出
演
し
ま
し
た
、

　

展
示
の
部
で
は
、
絵
画
に
石
川
守
一
氏
（
中
新
田

地
区
）、
書
道
に
大
内
澄
華
さ
ん
（
中
新
田
地
区
）

と
伊
藤
澄
香
さ
ん
（
小
野
田
地
区
）、
そ
れ
に
彫
刻
・

工
芸
に
は
大
泉
正
夫
さ
ん
他
五
名
（
中
新
田
地
区
）

に
よ
る
釜
神
様
の
出
展
が
あ
り
ま
し
た
。

　

名
取
で
開
催
さ
れ
た
県
民
文
化
祭
、
舞
台
で
の

発
表
・
披
露
や
展
示
を
通

し
て
、
芸
術
・
文
化
活
動

は
、
人
生
を
よ
り
豊
か
に

す
る
「
心
の
癒
し
」
の
活

動
で
あ
り
、
極
め
る
こ
と

に
は
終
焉
は
な
い
と
い

う
こ
と
を
学
ば
さ
れ
た
。

本
文
化
祭
で
、
文
化
芸
術

活
動
の
「
心
の
琴
線
」
に

触
れ
る
こ
と
が
で
き
た

意
義
あ
る
研
修
で
し
た
。

 

（
渡
邊　

哲
）

視
察
研
修
会

 

第
二
十
七
回
み
や
ぎ
県
民
文
化
祭

他団体披露・発表演目より他団体披露・発表演目より他団体披露・発表演目より他団体披露・発表演目より他団体披露・発表演目より他団体披露・発表演目より

展示会場展示会場展示会場展示会場展示会場展示会場

みやぎ県民文化祭が開催みやぎ県民文化祭が開催みやぎ県民文化祭が開催
テーマ　～名取の都市に　集い高める県民文化～テーマ　～名取の都市に　集い高める県民文化～テーマ　～名取の都市に　集い高める県民文化～

県民文化祭視察研修会に参加しました



  　　

令
和
六
年
も
会
員
一
同
の
精
一
杯
の
精

進
の
成
果
を
結
集
で
き
た
年
で
あ
っ
た
。

さ
な
ぶ
り
大
会
、
各
地
区
秋
ま
つ
り
、
各

加
入
団
体
独
自
の
発
表
会
、
各
研
修
会
等

本
紙
に
掲
載
の
と
お
り
で
あ
る
。　
　

　
「
山
高
き
が
故
に
貴
か
ら
ず

　

 

樹
あ
る
を
以
っ
て
貴
し
と
為
す
」
。

　

一
〇
五
団
体
の
多
種
多
様
の
人
材
が
正

に
貴
い
も
の
で
あ
り
、
地
域
の
文
化
振
興

の
一
翼
を
担
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
る
。
三
町
合
併
二
十
二
年
、
私

ど
も
は
更
な
る
高
み
に
む
か
っ
て
融
和
を

図
り
、
地
域
の
振
興
を
旗
じ
る
し
と
し
て

努
力
し
て
行
き
た
い
。
町
民
皆
様
の
ご
指

導
と
協
力
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。

 

◆
編
集
委
員　

畠　

山　

こ
ず
ゑ

 

伊　

藤　

真　

夫

 

渡　

邊　
　
　

哲

 

伊　

藤　

良　

博

 

鈴　

木　

ヨ
シ
子

 

畠　

山　

京　

子

 

板　

垣　
　
　

彦

 

佐　

藤　

真
由
美

 

飯　

島　

敬　

子

 

伊　

藤　

崇　

子

文化協会会員の募集
　加美町文化協会には、現在１０５団体が加
入しており、会員相互の連携や協調を図りな
がら、加美町の芸術文化の向上及び伝統芸能
の継承を目的とした活動を展開しています。
熱意ある積極的な方々の入会を心よりお待ち
しています。

※文化協会加入の年会費は団体会員・個人会
員共に２，０００円です。
※入会申し込みは各地区の会長に連絡して下
さい。
　　中新田地区会長　畠山こずゑ
　　　　　　　　　　☎070-5626-9158
　　小野田地区会長　伊藤　真夫
　　　　　　　　　　☎67-2428
　　宮崎地区会長　渡邊　　哲
　　　　　　　　　　☎080-6028-6100

申 込 み 方 法

令和７年度行事予定
令和７年
　４月１２日　加美町文化協会総会
　６月　１日　宮崎地区さなぶり大会
　７月１９日～２０日
 第１８回加美町さなぶり大会
 （中新田バッハホール）
１０月１８日～１９日
　　　　　　　小野田地区文化祭
１０月　　　　中新田地区文化祭
　　　　　　　　※加美町秋祭りと共催
１０月　　　　第２８回みやぎ県民文化祭
１０月　　　　加美町文化協会研修会
１１月　２日　宮崎地区文化祭
令和８年
　３月　１日　文化協会だより第２３号発行

加美町文化協会役員名簿
役職名 氏　　名 地　区 部　会
顧　問 遠　藤　尚　武
会　長 畠　山　こずゑ 中新田 統　括
副会長 伊　藤　真　夫 小野田 広報部
副会長 渡　邊　　　哲 宮　崎 総務部
幹　事 大　崎　能　正 中新田 総務部
々 加　藤　繭　見 中新田 事業部
々 佐々木　照　義 小野田 総務部
々 高　嶋　信　子 小野田 事業部
々 伊　藤　良　博 宮　崎 広報部
々 畠　山　明　美 宮　崎 事業部

理　事 後　藤　　　治 中新田 総務部
々 石　川　守　一 中新田 総務部
々 畠　山　　　尚 中新田 事業部
々 小笠原　悦　子 中新田 事業部
々 鈴　木　ヨシ子 中新田 広報部
々 畠　山　京　子 中新田 広報部
々 斎　藤　豊　子 小野田 総務部
々 佐々木　あさみ 小野田 総務部
々 橋　本　あき子 小野田 事業部
々 髙　橋　久美子 小野田 事業部
々 板　垣　　　彦 小野田 広報部
々 佐　藤　真由美 小野田 広報部
々 本　多　洋　子 宮　崎 総務部
々 尾　形　つぎ子 宮　崎 総務部
々 米　澤　幸　子 宮　崎 事業部
々 檜　野　　　実 宮　崎 事業部
々 飯　島　敬　子 宮　崎 広報部
々 伊　藤　崇　子 宮　崎 広報部

監　事 大　内　洋　子 中新田 総務部
々 渡　邊　　　栄　 小野田 総務部
々 三　浦　　　満 宮　崎 総務部

事務局 古　内　やへ子 加美・中新田 総務部
々 信　夫　ときわ 小野田 総務部
々 庄　司　新　寿 宮　崎 総務部

令和５年度加美町文化功労賞受賞者
１　ダイヤモンドガールズ　　　佐　藤　昌　子
２　宮崎婦人会レクダンス教室　米　澤　幸　子
３　二　葉　会　　　　　　　　尾　形　つぎ子
４　下小路一秋田おばこ踊り保存会　鹿　野　美智子
５　旭せせらぎ踊りの会　　　　畠　山　明　美


